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1 は じ め に

著者らは二黄卵を多発する自色レグホーン種 (以下二黄

卵系という)を造成している。また二黄卵系と他系統の交

雑から自色卵,薄い褐色卵及び緑色卵を生産する実用鶏種
を作出し普及させているところである。しかし,二黄卵系
の選抜が最近急速に進行している。それに伴って交雑種の

能力変化が予測される。

そこで,選抜世代の進んだ二黄卵系の組み合わせ能力を

明かにするため交雑種の能力を調査したので報告する。

2試 験 方 法

0)供試系統
1)二黄卵系 ;1979年より20週齢から33週齢までの二

黄卵数で選抜している自色レグホーン系統

2)青色卵殻ロードアイランドレッドi青色卵殻遺イ云
子 (0)を もつロードアイランドレッドの血液割合31/32,
自色レグホーンの血液割合 1/32の鶏種

3)青森P5系 ;1984年より151日齢から470日 齢まで
の長期産卵性で選抜しているロードアイランドレッド系統

4)7711系 ;農林水産省家畜改良センター白河牧場産

表 1 試験区分 1)

黒万課唯築鶏彙4ド ゴ́X華駆-1諄
注 1)試験期間 ,1992年 12月 20日 (151日齢)～ 1993年

10月 15日 (450日齢)
2)二黄卵発生率調査のみ

表 2 交雑種の生産性 (151日齢～450日 齢)

自色レグホーンニ元交雑種

5)青森W系 ;伴性金色遺伝子 (S)保有の赤玉系統
2)試験区分
試験区分は表 1に示した。供試鶏は1992年 7月 22日 に孵

化した。試験期間は1992年 12月 20日 (151日 齢)か ら1993

年10月 15日 (450日齢)までである。

3)飼養管理
供試鶏は開放鶏舎の間日18cI単飼ケージに収容した。飼

料はCP16 0%、 ME2,800kca1/kgの当場指定配合成鶏用

飼料を給与した。光線管理は自然日長とあわせて14時間一

定点灯とした。その他飼養管理は当場慣行法にしたがった。

14)調査方法及び統計分析

140日 齢から450日 齢の間,週 2日 ずつ生産卵の観察によ

り二黄卵調査を行った。二黄卵発生率は二黄卵を含めた全

産卵数に対する二黄卵数の百分率とした。卵黄生産率は延

べ羽数に対する全卵黄数の百分率とした。卵重は150日 齢

から30日 ごとに2自分の全生産卵を秤量するとともに,300

日齢前後 5日 間に生産された単黄卵を個体別に3卵まで秤

量した。

統計的有意性の検定は個体測定値が採れた形質について

は 1元配置分散分析法,二黄卵発生率及び生存率はχ
2検

定を行った。

3 試験結果及び考察

0)生産性
交雑種の生産性は表 2に示した。

1)生存率
区間に有意差はなかった。

2)ヘ ンディ産卵率及び卵黄生産率
ヘンディ産卵率は 1区が最も高く,次いで 3区 , 2区 ,

1  _東ツN糸 ×育色ツN殻ロードアイランドレッド  42
2 二黄卵系×ロードアイランドレッド青森P5系  52

ロードアイランドレッ

区分

2      962
3      933
4      750

ヘンディ

産卵率
り 生産率の 求要量

757
781
74 6

823
818
756

627 265
61 4 250

注 1)産卵個数の延べ羽数に対する百分率
2)卵黄数の延べ羽数に対する百分率
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4区の』贋であった。卵黄生産率は,1区 ,2区 . 3区 は80
%台で差がなかった。 4区は756%と 他区より低かった。

卵黄生産率のピークは 1区103%,2区113%, 3区 102%,
4区86%であった。

3)平均卵重
単黄卵は区間に差がなかった。二黄卵は2区が他区より

重かった。これは2区の二黄卵の発生が卵重の大きくなる

産卵中後期まで他区より長 く続いたことによるものである

(表 4)。

4)飼料日量
2区が最も多かった。 これは体重が最 も重かったこと

(表 3)に よるものであろう。次いで 3区 と 1区のり慣で両
者には差がなかった。 4区が最も少なかった。

5)産卵日量
1区 ,2区,3区は差がなかった。 4区は他区より少な
かった。

6)飼料要求率
1区が最も優れた。 1区はヘンディ産卵率が高く,体重
はやや重かった (表 3)が ,飼料日量が少なかった。次い
で 4区,3区の順で,2区が最も劣った。 2区は体重が重
く,飼料日量が多かった。

2)個体平均値
交雑種の個体平均値は表 3に示した。

表3 交雑種の個体平均値 1'

300

区分 初産 日齢 卵

表4 二黄卵発生率 (%)

140_182  183_231  232_377  878-450  140_450

1986｀     769b    026・     000'     5 13t

33 11`    1289'    405・     022・    1052'

21 76。     7 52b    l l16    0 00'     594b

909°    1 32・     025・     000'     1 82・

齢
区分

1

2

3

4

対照  732c 1 13c    0 16c     000・       1 31・

1    131 9。± 82     61 2・ ±56     2,067。  ±362
2   1318｀ ■ 61   624'± 41   2,391・ ■283
3   1317b=63   617・ ■41   1,885・  ±190
4  1456`± 109   629'± 54   1,927b° ±259
注 1):平均値±標準偏差
a,b,c:異符号間に5%水準で有意差あり

1)初産日齢
1区.2区 ,3区は有意差がなかった。 4区は他区より
有意に遅れた。

2)300日 齢卵重及び体重

卵重は区間に有意差がなかった。体重は2区が最も重く

他区との間に有意差があった。次いで 1区 ,4区の順で ,
3区が最も軽かった。

3)二黄卵発生率
二黄卵発生率は表 4に示した。140日齢から450日 齢まで

の二黄卵発生率は 2区が1052%と 他区より有意に高かっ

た。 1区及び 3区は 5～ 6%台 , 4区 は182%と 対照の
131%と差がなかった。 2区の二黄卵発生率は産卵末期を

除き全期間で他区より有意に高かった。

以上の結果,正逆交雑種の 1区と4区の比較から二黄卵

注 a,b,c;同 日齢の異符号間に5%水準で有意差あり

系は父系として利用することが望ましいこと,1区の青色
卵殻ロードアイランドレッド交雑種は比較的優れた産卵性

を示すこと,2区のロードアイランドレッド青森P5の交
雑種は高い二黄卵発生率を示すことが明かになった。

4 ま と め

選抜世代の進んだ二黄卵系の組み合わせ能力を明かにす

るため交雑種の能力を調査した。試験には4処理区を設け,

1区は二黄卵系 X青色卵殻ロードアイランドレッド,2区
は二黄卵×ロードアイランドレッド青森P5系 ,3区 は二
黄卵系X自色レグホーン7711系 ,4区は青色卵殻のロー ド
アイランドレッド×二黄卵系であった。その結果の概要は

次のとおりである。

(1)生存率は区間に有意差がなかった。

② ヘンディ産卵率は 1区が最も高かった。 4区が最も
低かった。

(31 卵黄4摩率は 1区 ,2区 ,3区で差がなかった。 4
区は他区より低かった。卵黄生産率のビークは 1区103%,

2区113%,3区102%,4区86%で あった。
(41 単黄卵の平均卵重は区間に差がなかった。二黄卵は

2区が他区より重かった。

0 飼料日量は 2区が最も多かった。
6)産卵日量は 1区 ,2区 ,3区で差がなかった。 4区
は他区より少なかった。

0 飼料要求率は 1区が最も優れた。
18)初産日齢は 1区,2区 ,3区で有意差がなかった。
4区は他区より有意に遅れた。

0 300日 齢卵重は区間に有意差がなかった。

αO 体重は2区が他区より有意に重かった。
OD 140日齢から450日 齢までの二黄卵発生率は 2区が

1052%,1区及び3区が 5～ 6%台,4区が182%であっ
た。

以上の結果,二黄卵系は父系として利用することが望ま

しいこと,青色卵殻ロードアイランドレッドの交雑種は比

較的優れた産卵性を示すこと,ま たロードアイランドレッ

ド青森P5系の交雑種は高い二黄卵発生率を示すこと等が
明かになった。

齢

重体重

(g) (8)
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